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意思疎通の難しさから、推進者のみが孤軍奮闘している現状も指摘されている 1)。  
 こうした課題を解決するために、情報教育研究センターでは ICT (Information and 





















念であり、PBL や SGD などのアクティブラーニングを積極的に組み入れた授業は教授学習の概念
としてのアクティブラーニング型授業と呼び分けている 4)。小学校では 2020 年度以降すべての教
科でアクティブラーニング型授業が実施されるようになる。中学校、高校においても同様に実施さ










4. アクティブラーニングにおける ICTの役割  




図 1 に示すように多くの学内サーバが整備されてきた。全学無線 LAN 化計画が進展すれば、両学
部で推し進めてきた BYOD（Bring Your Own Device）の活用場面も更に広がると期待される。 
 
図 1 東京薬科大学における ICT学習環境 
 
5. 本学における LMSによる学習支援と学修成果の可視化 
 LMS はインターネット黎明期に遠隔教育ツールとして期待されたが、近年では対面授業のサポ
































を提供している。教材の単位をできるだけ小さくし、CHiLO (Creative Higher Education with  





















行って、学生らのアクティブラーニングを支援している。                      
図 3 複合型の課題提出画面 
 
ポートフォリオ機能の利用 

















 2015年度、WebClassは 3,014名の学生と 132名の教職員に利用された。ログインが 1回でもあ
ったコースの数は 600を超え、その中の教材数は 7,000以上になった。年間に提出されるレポート





 薬学部に在籍する学部生 1人あたりのログイン回数の平均は 93.1回（中央値は 71回）であった。
2012年度の平均ログイン回数は 33回 6)であり、ここ数年の利用は大きく増加している。入学年度
が新しい学生ほど（学年が下がるほど）ログイン回数は多く、1年生（2015年度入学生）では半数
以上が 2 日に 1 日以上の頻度で使用しており、4 年生（2012 年度入学生）でも 1 週間に 1 回程度




表 1 2015年度の 1人当たりの年間利用回数と提出課題数 










2015年度 1年生 456 193 1.9 18.0 454 (99.6%) 
2014年度 2年生 392 137 2.7 3.9 357 (91.1%) 
2013年度 3年生 491 87 4.2 7.0 472 (96.1%) 
2012年度 4年生 417 45 8.1 2.6 199 (47.7%) 
2011年度 5年生 410 21 17.4 7.2 274 (66.8%) 
2010年度 6年生 388 18 20.3 2.4 96 (24.7%) 








東京薬科大学研究紀要 第 20 号
  
 
図 5 学外ネットワークと学外ネットワークのログイン回数の曜日の比較 
 
 授業時間帯である月曜日〜金曜日の午前 9時から午後 5時までのアクセス状況は、2年生の学内
アクセス率が 9.2%と最も低かった。アクセス総数は 3年生と同程度であり、1年生や 3年生と比較
して、多くの LMSによる学習支援が「授業外」で活用されていると思われる。21時を頂点として、







図 6 科目ごとの履修生のログイン回数の比較 
 
 2015 年度の科目（コース）ごとの履修生 1 人当たりのログイン数は、多くの科目で 1 回未満で
あった。基礎情報学演習 I（必修）、物理学（必修）、基礎情報学演習 II（選択）および計算科学（選
択）はノート PCを BYODで講義時間中にも活用しているので、履修生 1人あたりのログイン数は
－ 49 －  
20から 60回と多い。2年生科目である免疫学（必修）で約 30回、有機科学 III（必修）で約 27回、








 BYOD の推進のため戦略的にノート PC での LMS 利用を推奨してきたが、近年スマートフォン
などからの利用が増えている。2016 年 4 月から 8 月の利用端末について HTTP サーバ Apache の
ログ解析を行ったところ、パソコン使用が 68.5％、スマートフォン 30.1％、タブレット端末 0.8%
であった。スマートフォンは 4月の段階で 27.4％、8月には 31.1％と 13.5％増加した。 
 
 
図 7 全学無線 LAN化計画と学内インフラ整備状況 
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要な端末であることを再確認する時期が来ている。 
 利用 OSは Windows10 35.5%、Windows8.1 17.9%、MacOS 1.7%、iPhone 24.9%、iPad 1.2%、 
Android 5.3 %であった。利用ブラウザは Internet Explorer 31.2%、Microsoft Edge 6.5%、Google 
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